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7 年産「政」買入 4月開始 

第1回入札 2 カ月以上先送りに 

営農計画期限の 8月まで実施 

 

農水省はこのほど、関係方面に令和 7 年産備蓄米の政府買入入札を 4 月上旬に実施すると通知

した。これまで第1回入札は1月下旬に行われてきたが、現在の需給状況を考慮したためか、今年は2

カ月以上、実施を先送りする形となる。 

 

買入枠は、▷都道府県別優先枠 18 万トン（6 年産と変わらず）▷一般枠（産地指定なし）2

万 6780 ㌧（6 年産 1271 ㌧増）―――の合計 20 万 6780 ㌧（1271 ㌧=0.6%増）を予定

している。買入枠には、CPTPP 協定（環太平洋パートナーシップに関する包括的および先進的な協定）

に基づく国別枠の豪州枠輸入量相当量 6780㌧（6年産比 1271㌧増）が含まれる。 

 

県別優先枠は、4月上旬の第 1回から第 3回まで設定される予定。本紙既報の通り県別枠は、①

福島 3 万 1606 ㌧（6 年産 5293 ㌧増）②新潟 2 万 5932 ㌧（1433 ㌧増）③青森 2 万

5233 ㌧（3353 ㌧減）④山形 2 万 0429 ㌧（234 ㌧増）⑤宮城 1 万 1972 ㌧（696 ㌧増

―――などと設定されている。 

 

7 年産の営農計画や取組計画書の変更提出期限が例年の 6月末から 8月 20 日にまで延長され

たことに合わせて、7年産備蓄米の買入入札は 8月まで実施される予定にある。 

 

これまでの実施結果などから推察すれば、6 年産米の最近の相対取引価格（農水省調査ベースの

年産平均価格）から流通経費を差し引き、税別に換算した価格が「政府買入予定価格」として想定で

きる。 

 

11 月末時点の年産平均価格は 2 万 3388 円となっており、集荷・流通コスト 2000 円（農水省

が「令和 6 年産米の概算金の設定と相対取引価格の状況」で推定）を差し引くと、2 万 1388 円。こ

れを税抜換算すると、1万 9804円程度想定される。 

 

6 年産の最高落札事例だった税別 1 万 3460 円との差は 6344 円（47%）に及ぶものの、売り

手の生産者が納得する水準ではないと推察される。一方、大幅な買い指し値の上昇には農水省と財務

当局との事前調整の難航も予想されることから、流動的な要素もある。 


